
 

 
 

 

ャ

れ

の

ッ

 

増

多

血

を

認

床

 

J-

ス

業

全

「

｢N

早

胞

発

ま

 

※

※

細胞

富士フイルム

ャパン・バイオメ

れにより、同社

今回の出資

の培養に適した

ップ拡充を通じ

細胞培養では

増殖を促す培地

多く含むウシ胎

血清を大量に生

を多く含む血液

「NeoSERA®」

認書を初めて取

床用途としても

富士フイルム

-TEC)、iPS 細

ス・インターナシ

業株式会社(以

全てを自社グル

今回の JBM

NeoSERA®」の

NeoSERA®｣を

早期上市を目指

 

富士フイルム

胞の生産技術、

発を加速させる

ます。 

※1 ウイルスなど

の構成成分と

※2 間葉系幹細胞

胞培養用の培

ム株式会社（社

メディカル（以

社全株式の 19.8

資目的は、高い

た培地に「Neo

じて、再生医療

は、細胞が増殖

地添加剤が重

胎児の血液由来

生産することが

液を採取する技

」は、ウシ由来

取得した製品で

も最適です。 

ムは、日本で

細胞の開発・製

ショナル、以下

以下、和光純薬

ループで保有し

M 社への出資

の販売活動をス

を組み合わせた

指します。 

ムは、長年の写

、CDI の世界ト

るとともに、再生

ど病原性微生物排

とならないもの）の

胞とは、生体内に

培地添加剤

国内独

社長：助野 健児

以下、JBM社）と

8％を保有しま

い細胞増殖性を

SERA®」を組み

療事業のさらなる

殖するための

要で、培地添加

来のものが広く

が困難であると

技術を確立。本

来の血清であり

です。間葉系幹

初めて再生医

製造のリーディン

下、CDI)に加え

薬)をグループ会

し、再生医療事

資に先駆けて、

スタートさせて

た新たな高機能

写真フィルムの

トップの iPS 細

生医療製品の

排除の観点から、

の適格性、安全性

に存在し、一定の

剤を開発・製造

独占販売権の

 

児）は、10 月2

と、同社の第三

ます。 

を実現するJBM

み合わせた新

る拡大を図りま

栄養として培地

加剤には血清

く使用されてい

という課題があ

本技術を用いて

りながら、医薬

幹細胞※2などの

医療製品を開発

ングカンパニー

え、本年 4 月に

会社化しました

事業を推進して

本年 7 月に和

ています。また

能培地を開発

の研究で培って

細胞関連技術・ノ

の開発・製造受託

再生医療製品の

性を PMDA が確認

の分化能／増殖能

造・販売す
 

の取得、新規

25 日に、細胞

三者割当増資を

M社の培地添

新たな高機能培

ます。 

地が必要です

清を用いるのが

いますが、一頭

ありました。この

て血清を大量生

薬品医療機器総

の培養で優れ

発・上市した株

ーである米国

には培地などの

た。現在、再生

ています。 

和光純薬が J

富士フイルム

。J-TEC や C

てきた高機能素

ノウハウ、和光

託や培地の事

の製造に使用され

認する。 

能を持つ幹細胞。

るジャパン

規高機能培地

胞培養用の培地

を引き受け、3

添加剤「NeoSER

培地の開発です

す。また、より効

が一般的です。

頭から採取でき

のような中、JB

生産し、培地添

総合機構(PMD

れた細胞増殖性

株式会社ジャ

国Cellular Dyna

の試薬、臨床検

生医療に必要な

JBM 社と｢Neo

ムは本出資を通

CDI、和光純薬

素材技術やエ

光純薬の培地

事業拡大を図る

れるヒト・動物由来

脳梗塞の他、軟

ン・バイオメデ

地の開発 

地添加剤を開発

37百万円を出資

RA®」の国内独

す。今後、富士

効率的な細胞培

。現在、血清は

きる血液の量が

BM 社は、成牛

添加剤｢NeoSER

A)より再生医療

性を実現してお

ャパン・ティッシ

amics Internati

検査薬、化成品

な主要要素であ

oSERA®｣の国

通じて、今後、各

薬といったグル

エンジニアリング

地技術を融合し

ることで、再生

来成分を含む材料

軟骨損傷、虚血性

ディカル社へ

 

201

発・製造・販売す

資する契約を

独占販売権の取

士フイルムは、培

培養には、培地

は、細胞増殖に

が限られてい

牛から細胞増殖

RA®｣として上市

療製品の材料

おり、今後、需要

シュ・エンジニ

ional, Inc.(セル

品を製造・販売

ある「細胞」「足

国内独占販売契

各種細胞培養

ループ会社の技

グ技術と、J-T

し、自社再生医

生医療の産業化

料（例えば、培地

性心不全、下肢虚血

へ出資 

17 年10 月26

する株式会社

締結しました。

取得と、各種細

培地のラインア

地に加えて細胞

に必要な因子を

いるため、均質な

殖に必要な因

市しています。

料適格性※1の確

要が拡大する

ニアリング(以下

ルラー・ダイナミ

売する和光純薬

足場材」「培地」

契約を締結。既

養に適した培地

技術を活用して

TEC の治療用

医療製品の研究

化に貢献してい

地のように最終製

血等、さまざまな

 

 

6 日 

社ジ

。こ

細胞

ア

胞

を

な

因子

。 

確

臨

下、

ミク

薬工

」の

既に

地に

て、

用細

究開

いき

製品

な疾



患の治療に 1000 例を超える臨床研究が行われている。 

 

＜JBM 社の概要＞ 

・社名： 株式会社ジャパン・バイオメディカル 

・代表取締役： 須藤 稔太 

・所在地： 北海道河東郡音更町字万年西一線27-2 

・設立： 2017 年1 月10 日 

・資本金： 200 万円 

・事業内容： 細胞培養用の培地添加剤に関する技術開発、研究受託、製造、販売、輸出入、コンサルタント業務 

 
本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

【報道関係】            コーポレートコミュニケーション部   TEL 03-6271-2000 

【その他】              再生医療事業部             TEL 03-6271-3030 


